
 

第３・４学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

日 時：平成２３年９月１６日 ５校時 １４：００～ 

場 所：五日市小学校 ３・４年教室 

児 童：第３学年５名 第４学年７名 計１２名 

授業者：増田 誠 

１ 単元名 「郷土のよさ再発見！ 大豆を育てよう」（３・４学年） 

 

２ 単元目標 

  大豆の栽培・収穫活動、伝統食作りを通して、地域の人々の思いや自然との関わりを考え、自分にできる

ことを実践することができる。 

 

３ 高めたい力 

 

４ 単元の指導について 

 

５ 授業改善に関わって 

教科特性に 

関して 

【学習方法に関すること】 

 ・大豆や地域の方の思いを調べたり、地域に伝わる伝統食を調べたりしたことを分かりやす

く整理してまとめ、発表する力。 

【自分自身に関すること】 

 ・栽培に関わる地域の方々の思いを受け止め、自分にできることを実践する力。 

【他者や社会とのかかわりに関すること】 

・友達と協力して栽培活動や調理を行い、地域の人々の思いや郷土のよさを理解し、自分た

ちが郷土のためにできることを考える力。 

言語活動に 

関して 

【話す言語活動について】 

 ・調べたことを自分の言葉でまとめ、他の児童に伝える力。 

【聞く言語活動について】 

・聞き手としては、話の中心をとらえ、話し手が伝えたいことを理解する力。 

【書く言語活動について】 

 ・インタビューしたことや調べたことを分かりやすくまとめる力。 

教材に 

ついて 

大豆は、学区内多くの家庭において栽培されている穀物であり、豆腐や味噌などとして日常

的に食されているものである。大豆を扱うことは、地域の伝統や先人の知恵を学ぶことでもあ

る。地域の一員であることを自覚することにもつながる。 

児童に 

ついて 

児童は、毎年、「ふるさと交流会」（学校行事）に向けて栽培活動に取り組んでいる。３年生

にとって大豆の栽培は初めての経験である。４年生は昨年度も大豆の栽培を行ったが、地域で

なぜ大豆を栽培してきたのか、伝統食として受け継がれてきたのはなぜかなど、地域の人々の

思いに深く関わることはなかったので、この活動を通して学ばせたいという思いから、本単元

を設定した。 

これまでの学級での学び合いでは、個々の思いや考えを十分に伝え合うことができず、深ま

りをもたせることができなかった。そこで、本単元を通して学び合いを深めていきたい。 

指導に 

ついて 

中間発表会を経て、さらに自分のテーマに沿って詳しく調べまとめたことをしっかり伝え合

うことができるように、調べ方やまとめ方について個にあった支援をする。また、４年生は昨

年の経験を生かし、昨年度との比較をしたり、発想を広げたりできるように支援する。 

（１）めあてとふりかえりの持たせ方の工夫 

  毎時間の活動で、記録カードにめあてやふり返りを記入することで、課題意識をもたせ、次の活動への

意欲化を図る。 

（２）高めようとする言語力が明らかな授業の工夫 

  体験や活動の中で分かったことや感じたことを児童自身の言葉で表現できるように、整理して記録させ

る。調べたり、聞いたりしたことを正確に伝えることができるように簡潔にまとめさせる。 

（３）理由や根拠が明らかにした発言が展開される工夫 



６ 単元構想表 

 誰（何）から得た情報なのかを記録カードに記入させる。「なぜなら、･･･。」など理由をつけて発言でき

るよう指導する。聞き手は、発表のどこから伝えたいことが分かったのかを言えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行う主な言語活動 

「伝統食を作ろう」 

【思考力を高めるための言語活動】 

・自分の思いや考えをまとめる活動。 

・調べたことをまとめる活動。 

【判断力を高めるための言語活動】 

・料理の手順や方法を把握する。 

【表現力を高めるための言語活動】 

・自分の考えや思いを伝える活動。 

「大豆を育てよう」 

【思考力を高めるための言語活動】 

・自分の思いや考えをまとめる活動。 

・調べたことをまとめる活動。 

【判断力を高めるための言語活動】 

・育て方のポイントなどを整理する活

動。 

・疑問や作り方について聞く活動。 

【表現力を高めるための言語活動】 

・自分の考えや思いを伝える活動。 

○伝統食である「豆腐田

楽」作りを地域の方々と

一緒に行う。 

○自分たちが調べた大

豆を使った料理を地域

の方々に振る舞う。 

個人テーマを設定する。（２時間） 

調べる。まとめる。（７時間） 

☆調べ学習のめあて「大豆について調べよう。」 

大豆 

豆乳 

 

人の手で栽培 

よく食べる。 

 

とうみ 

 

健康 

 

豆腐 

 

おから 

 ウエービング（大豆につい

ての知識を広げる。） 

・全員で出し合う。 

 個人テーマの設定（大豆につ

いて知りたいことや不思議に思

ったことから。） 

中間発表会（１時間） 

 個々のテーマに沿って発表する。 

・３年生が先に発表し、次時に４年生

が発表する。 

・発表内容を聞き、自分で調べたこと

や考えたことと比べて意見や感想

を述べる。 

○疑 なぜ栄養があ

るのか知りたい。 

 

○テ大豆はなぜ栄養があって、な

ぜいろいろな料理に使われ

ているのか調べよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大

豆

を

育

て

よ

う 

 

 

伝

統

食

を

作

ろ

う 

○疑 大豆のことを

知りたいなあ。 

 

 

○テ大豆の作り方を調べよう。 

調べる。まとめる。（９時間） 

発表会（２時間）…本時 

 
 ・個々のテーマに沿って発表する。 

・３年生が先に発表し、次時に４年生が発

表する。 

・発表内容を聞き、自分で調べたことや考

えたことと比べて意見や感想を述べる。 

 

豆腐作り（２時間） 

○田楽豆腐用の豆腐 

伝統食（田楽豆腐） 

を作る。 
創作食を作る。 

ふるさと交流会 

☆調べ学習のめあて 

「大豆のよさや地域の方々の思いを調べよう。」 

栄養についてくわし

く調べていく。 

大豆の種類について

調べる。 

大豆の料理を調べる。 

大豆の育て方を調べ

る。 



７ 本時の指導 

 （１）目標 

（２）研究をとおして高めようとする力 

 

 

 大豆について調べたことを分かりやすく伝え合い、お互いの考えを深めることができる。 



 （３）展開 

 

 

 

 

 

 

 

（４）個への指導 

【話す言語活動について】 

 ・調べたことを自分の言葉でまとめ、他の児童に伝える力。 

【聞く言語活動について】 

・聞き手としては、話の中心をとらえ、話し手が伝えたいことを理解する力。 

段階 学習内容・活動 支援 

導入 

 

 

 

 

 

 

2 分 

１ 前時を想起する。 

２ 学習のめあての確認を行う。 

 

 

 

 

３ 学習の見通しをもつ。 

  ※進行は、教師が行う。 

○聞き手が、話し手の思いや考えを受け止める

ことができるように視点を確認する。 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38 分 

４ 発表・交流をする。 

  ①参観者と交流する。 

  ・全員が発表する。 

（参観者の方に声をかける。自分が何を調

べ、どんなことを学んだのかを伝える。） 

  ・３年生は前時の発表・交流を受けて、 

  ・参観者から感想をいただく。 

 

 

  ②発表・交流 

  ・４年生一人一人が発表する。 

（参観者からの助言や質問を参考にし、修正

して発表する。） 

  ・聞き手は、発表内容に関わり、発表者の思考

を深められる質問をする。 

  ・聞き手は、話し手の発表から学んだことや自

分が調べたことと比べて意見を述べる。 

 

 

○一人一人が自分のまとめた掲示資料の前に

参観者を連れて行き、発表できるように事前

に準備する。 

 ３年生･･･ワークスペース 

 ４年生･･･教室 

○参観者の方々からいただいた感想を交流さ

せ、次の４年生の発表につなげる。 

 

 

○質問の際は、内容についての質問を出し調べ

たことをさらに深められるように支援する。 

○個々の発表に対してよさや学んだことを伝

え合うように、教師が助言を行う。 

 

終末 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

５ 本時の学習をふり返る。 

  ・発表会での交流をふり返り、学習の感想をふ

り返りシートにまとめる。 

  ・感想を発表し、交流する。 

 

６ 次時の学習を知る。 

  ・ふるさと交流会に向けて「豆腐作り」を行う。 

○全体を通して、学んだことや考えたことを記

入させる。 

○感想発表を行い、学んだことや友達の発表の

よさを交流させる。 

 

○豆腐作りについても講師の方に質問しなが

ら体験活動することを確認する。 

○昨年経験した４年生の感想を聞かせ、次時の

活動に意欲をもたせる。 

児童 ３年生 

 ＡＭ女 ＤW男 OK女 EH 女 SA女 

調べたことを分かりやすく伝え合い、考え

を深めよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の 

実態 

自分の考え

を進んで話

す。 

理由をはっき

り述べること

ができる。 

積極的に自分

の考えを述べ

る。 

理由をはっき

り述べること

ができる。 

友達の発言を

まねて話すこ

とがある。 

大豆の 

知識 

みそ、豆腐

などに使わ

れる大事な

食べ物。 

他の豆に比べ

て出来るまで

の間が長い。 

色々な物が作

れる。畑の肉。

保存がきく。 

みそ、豆腐、

しょうゆが作

れる。枝豆か

ら作られる？ 

三つきり（？）

入れて大豆を

蒔くことが分

かった。 

個人テー

マ 

 

栄養につい

て詳しく調

べていく 

栄養の比較

（大豆と他

の作物） 

作物の育ち

方（栽培の秘

訣、育ち具合

の違いなど） 

料理につい

て詳しく調

べる。 

料理をさら

に調べる。 

手立て 根拠を明確

にするよう

に 助 言 す

る。 

発表内容と自

分の考えを比

べて質問や意

見を述べさせ

る。 

発表内容と自

分の考えを比

べて質問や意

見を述べさせ

る。 

発表内容と自

分の考えを比

べて質問や意

見を述べさせ

る。 

自分の考えを

まとめてから

言うように助

言する。 

児童 ４年生 

KH女 TY 男 MA女 NM 女 YK男 ＴＹ男 ＫＴ男 

児童の 

実態 

話の中心を

とらえて聞

き、自分の

考えを述べ

る。 

自分の思いを

積極的に伝え

ることは苦

手。 

自分の思いや

考えを積極的

に伝えること

ができる。 

話の中心をと

らえることが

苦手である。 

自分の思いを

述べるが、根

拠が弱いとき

がある。 

大雑把な言

い方で説明

することが

ある。 

声が小さ

いが、伝え

ようとい

う思いは

ある。 

大豆の 

知識 

ほとんど手

作 業 で や

る。大豆を

たたく物が

ある。殻を

分ける器械

がある。 

枝豆からでき

る。色々な料

理がある。栄

養がある。

色々なところ

で作られてい

る。 

畑の肉といわ

れるほど栄養

がある。豆腐、

みそに使われ

る。種を二・

三個入れる。 

豆が畑にうえ

ている。大豆

が増えてい

る。 

二・三個ずつ

植える。豆腐

になる。植え

るとき、かっ

ちゃびの間隔

をあける。 

育っていけ

ば柔らかく

なる。大豆

の芽が枯れ

て大豆が落

ちる。 

豆腐、みそ

になる。 

丸い。 

個人テー

マ 

油揚げの作

り方を実際

に目で見て

確かめる。 

「畑の王様」

と呼ばれる

ほどの栄養

について他

の作物と比

較して調べ

る。 

栄養価につ

いて他の作

物と比較し

て詳しく調

べる。 

料理につい

てさらに詳

しく調べる。 

大豆の種類

を調べる。 

大豆を使っ

た加工食品

を調べる。 

栽培の秘

訣。栽培し

ている方

の思い。 

 

手立て 発表内容と

自分の考え

を比べて質

問や意見を

述 べ さ せ

る。 

根拠を明確に

することで自

信をもたせ

る。 

発表内容と自

分の考えを比

べて質問や意

見を述べさせ

る。 

自分の考えを

まとめてから

言うように助

言する。 

発表内容と自

分の考えを比

べて質問や意

見を述べさせ

る。 

根拠を明確

にするよう

に 助 言 す

る。 

話し手に

適切な助

言ができ

るように

メモを意

識させる。 


